例に なって いた。 自分 は 立って 敷居の 上に 立った。 か 

つまど うしろ 

の 音 はこの 妻戸の 後から 出る ようで ある。 戸の 下 は 

一 一寸 ほど 空いて いたが そこに は 何も 見えなかった。 

この 音 は その後 もよ く 繰 返された。 ある 時 は 五六 分 

続いて 自分の 聴神経 を剌激 する 事 もあった し、 また あ 

る 時 は その 半，' にも 至らない でばたり とやんで しまう 

折 もあった。 けれども その 何で あるか は、 ついに 知る 

機会な く 過ぎた。 病人 は 静かな 男で あつたが、 折々 

夜半に 看護婦 を 小さい 声で 起して いた。 看護婦が また 

殊勝な 女で 小さい 声で 一 度 か 二度 呼ばれる と 快よ い 

やさ 

優しい 「はい」 と 云う 受け答え をして、 すぐ 起きた。 



そうして 患者の ために 何 かしてい る 様子であった。 

ある 日 回診の 番が 隣へ 廻って きたと き、 いつもより 

はだい ぶ 手間が かかる と 思って いると、 やがて 低い 話 

し 声が 聞え 出した。 それが 二三 人で 持ち 合って なかな 

はかど しめ け 

か涉 取らない ような 湿り気 を 帯びて いた。 やがて 医者 

お. S お 

の 声で、 どうせ、 そう 急に は 御 癒り に はな リ ますまい 

はっき リ 

からと 云った 言葉 だけが 判然 聞え た。 それから 二三 日 

ではい けしき 

して、 かの 患者の 室に こそこそ 出入りす る 人の 気色が 

したが、 いずれも 己れ の 活動す る 立 居 を 病人に 遠慮す 

るよう に、 ひそ やかに ふるまつ ていたと 思ったら、 病 

人 自身 も 影の ごとくい つ の 間に かど こか へ 行つ てし 



「毎朝 六 時 頃になる とき つ とする ように 思いました 

、、ゝ - 

力」 

「うん、 あれ か」 と 自分 は 思い出した ようにつ い 大き 

な 声 を 出した。 「あれ はね、 自働 革砥の 音 だ。 毎朝 髭 

そ あんぜん かみそり かわ ど と 

を 剃 るんで ね、 安全 髪 剃 を 革砥へ かけて 磨ぐ の だよ。 

うそ 

今でも やって る。 噓 だと 思うなら 来て 御覧」 

看護婦 はた だへ ええと 云った。 だんだん 聞いて 見る 

と、 〇〇 さんと 云う 患者 は、 ひどく その 革砥の 音 を 気 

にして、 あれ は 何の 音 だ 何の 音 だと 看護婦に 質問した 

の だそう である。 看護婦が どうも 分らない と 答える と、 

隣の 人 はだい ぶんきい ので 朝起きる すぐと、 運動 をす 



うらや なんべん 

る、 その 器械の 音なん じ やない か 羨ましい なと 何遍 

も 繰り返し たと 云う 話で ある。 

「そり や 好い が 御前の 方の 音 は 何 だい」 

「御前の 方の 音って？」 

「そらよ く 大根 をお ろす ような 妙な 音が したじ やない 

ゝ I 

力」 

きゅう リ す 

「ええ あれです か。 あれ は 胡瓜 を 擦つ たんです。 患者 

まて つゆ 

さんが 足が 熱って 仕方がない、 胡瓜の 汁で 冷して くれ 

わたし しじゅう 

とおつ しゃる もんです から 私 が 始終 擦つ て 上げ まし 

た」 

「じ や やっぱり 大根お ろしの 音なん だね」 
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